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平成２２年５月２１日から２２日、１泊２日により、

川崎市青少年の家で、「自分でやろう、みんなとやろ

う」の目的のもと、今年度、第1回目の「ふれあい

宿泊体験活動」を実施しました。 

今回は、小・中学校の体育祭と重なり、参加者は

２１名でした。 

今年度も、次のように年５回を予定しています。 

①平成２２年  ５月２１日（金）～２２日（土） 

②平成２２年  ７月 ２日（金）～ ３日（土） 

③平成２２年  ９月１０日（金）～１１日（土） 

④平成２２年 １１月 ５日（金）～ ６日（土） 

⑤平成２３年  ２月２５日（金）～２６日（土） 

参加者の反省文より 

（小５ＴＨさん）きのう１泊2日のふれあい活動に 

きました。夜のつどいで火の子のやくをやりまし 

た。きょうの朝、ラジオたいそうをして、さんぽも 

しました。一ばんたのしかったのは、ひるのはんご 

うのたけのこごはんづくりです。 

（中２ＹＴさん）今回は２回目の参加です。前回 

来ていた人達もきていて、話したり、夜のづどいで 

ゲームをしたりすることができてとても楽しかっ 

たです。前回は雨でしたが、今回は２日とも晴れて 

外でたけのこごはんや味噌汁を作ったりして楽し 

かったし、おいしかったです。 
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日           曜  主  な  行  事 

１ 火 安全点検日・こどもサポート旭町 

２ 水 学習部全体会・懇親会 

放課後おもしろクラブ（理科） 

４ 金 こどもサポート南野川 

５ 土 第1回理事会 

７ 月 青少年の家「よちよちあるき」 

８ 火 こどもサポート旭町 

中原区子育て支援 

９ 水 事務局会 

放課後おもしろクラブ（音・図） 

11 金 こどもサポート旭町 

12 土 輝け☆明日の先生の会 

教育史編集委員会 

15 火 こどもサポート旭町 

16 水 放課後おもしろクラブ（理科） 

文科省カリキュラム委員会 

18 金 こどもサポート旭町 

22 火 こどもサポート旭町 

23 水 役員会（ＰＭ教育会館） 

放課後おもしろクラブ（音・図） 

25 金 こどもサポート旭町 

26 土 輝け☆明日の先生の会 

不登校に悩む親の意見交換会 

29 火 こどもサポート旭町 

 

編集後記 

 今年度はサポートセンターの受託事業が 

大幅に増え、組織も総務部・経理部・学習指

導部・相談適応部・研究部・事業部と整理さ

れ、事務局長・務局次長を中心に連携を図り

ながら事業を進めております。 

６月行事予定 

 団塊の世代の大量退職に伴い、新規採用教員が３００人を超す採用が 

続いている。川崎市では、新任教員に対して教職員としてふさわしい資

質と教養・指導力を身につけるための研修が行われてきた。 

 しかし、この大量採用に対応する研修体制の整備と強化を図るために

は、総合教育センターの職員体制では、これまでのきめ細やかな班別研

修を継続することは難しくなってきた。 

 そこで、平成 20 年度よりサポートセンターが委託を受け、班別研修

及び各学校における授業研究等への支援を目的に、初任者研修指導員を

配置した。今年度は小・中あわせて24 人の指導員で初任者の指導にあ

たっている。 

 サポーター配置事業は、個別学習を中心に学習の遅れを取り戻すため

の補習や児童生徒の希望、進度に合わせた、問題解決学習・体験学習等

を通して、学力の定着と学習への意欲づくりを目的とした「教育活動サ

ポーター配置事業」と、軽度発達障害等特別な教育的なニーズのある児

童生徒に対して教員の補佐として個別の学習や社会性の育成を図るた

めの「特別支援教育サポーター配置事業」がある。 

特別支援教育サポーターは、現在小学校１１０校に２５１人、中学校

３４校へ２６人を配置している。 

教育活動サポーター配置事業は、今年度から主管が、総合教育センタ

ーから各区のこども支援室に移ったため、現在学校から支援申請が出さ

れたばかりで、現在１５校へ配置し事業が始まったばかりである。これ

からサポーター配置が増えると思われる。 

 

 

 


